
静岡大学・理学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３８０１

基盤研究(B)（海外学術調査）

2018～2014

南西太平洋島嶼における間隙性動物相の解明と現在時間の砂浜環境記録の必要性

Interstitial fauna in the islands of the south-west Pacific and the records of 
present beach environment

９０２１２０５０研究者番号：

塚越　哲（Tsukagoshi, Akira）

研究期間：

２６３０４０１１

年 月 日現在  元   ６ １３

円    13,400,000

研究成果の概要（和文）：ベトナム（2014年），グアム・サイパン（2015年），マレーシア（2016年），パラオ
（2017年）を訪れ，計200以上の間隙性生物の試料を採集した．採集された試料からは，節足動物，紐形動物，
棘皮動物，軟体動物，胴吻動物，胴甲動物等様々な分類群の標本が抽出された．分類研究の結果，きわめて高い
分類学的多様性を見出され，また多くの未記載種（論文上で新種となる種）も見出され，既にその一部は新種と
して公表された．
急速に開発が進む調査地海域は，今後大きな環境変動が進行する可能性があり，本調査における生物多様性の記
録は，開発が進む前の現在時間の記録として今後重要性を増すと思われる．

研究成果の概要（英文）：More than 200 materials of interstitial animals were collected from Viet Nam
 (in 2015), Guam and Saipan (in 2015), Malaysia (in 2016), and Palau (in 2017). Many specimens of 
Arthropoda, Nemertea, Echinodermata, Mollusca, Kinorhyncha, Loricifera and so on were found out from
 the materials. As a result of taxonomical works, very high biodiversity was recognized and many 
undescribed species were also found out. A part of them have been already published on scientific 
papers as new species.
The development of study areas must rapidly progress in near future. Therefore the record of 
biodiversity in this survey will be more important as a record of the current time before 
developmental progresses.

研究分野： 動物分類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
間隙性生物は「砂の隙間」に生きる生物で，その小ささからも一般的には目につきにくい．しかしその分類学的
多様性と生物量は非常に高く，これまでに私たち人類を含む脊索動物をはじめ20以上の動物門が知られており，
個体数密度も貝形虫類を例にとると，500mlあたり1000個体以上を記録する場合もある．
一見目には見えないが，このように多様で生物量が大きな動物相が，世界中の海岸に分布していることを知るこ
とは，生物多様性の豊かさを社会や国民が理解するうえで重要である．また開発による大きな環境変化が予想さ
れる地域で，間隙生物の現在の状態を記録しておくことは，開発の影響や多様性の重要性を知る礎となる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 間隙性動物とは，水界を取り巻く堆積物粒子の隙間（間隙）にその生息場所を特化した動物
群であり，間隙性動物が生息する水界を間隙水と呼ぶ．間隙水は日常の人間の視界には入らな
いが，海洋や湖沼を常に取り巻いて存在するため，総体としては地球上で極めて大きな水界を
形成しているといえる．間隙性動物については，1930 年代の報告に見ることができ，その後は，
ごく少数の分類群について限られた地域から断片的な報告が散見されるのみであった．しかし
近年では欧米の研究者を中心に，地球上に残された未研究の対象として，間隙環境が注目され
てきた．海洋間隙水中には少なくとも 20 を優に超える動物門が生息していることがすでに知
られているが，その知見が大きく増大しないまま今日に至っている． 
 
２．研究の目的 
・世界で最も海洋生物の分類学的多様性が高い南西太平洋地域において，ほぼ「手つかず」の
ままになっている間隙性動物相について，広範な動物門から未知の分類群を発見・記載する． 
・めまぐるしく変遷する海岸環境に対し，現在時間の情報を物理的側面（海岸の露出度）と生
物学的側面（多様性，個体数密度）から記録し，津波や海水面上昇等の自然イベントや人為的
環境汚染の影響に対して，現在すなわち BEFORE 状態のデータを残して直近未来の環境変化
の評価に資する． 
・祖先的形質を多く残す分類群を見出し，遺伝子情報を蓄積するとともに，他の隠蔽環境に生
息する祖先的分類群と比較を行って，海洋生物の起源と進化についての理解を深める． 
・我が国の動物分類学の専門家が，まだ世界的にあまり注目されていないこの膨大な動物相の
情報を世界に先駆けて発信し，生物多様性の情報を増大させるとともに，この分野の先鞭をつ
ける． 
 
３．研究の方法 
・ベトナム，グアム島およびサイパン島，マレーシア，パラオ諸島を訪れ，間隙性動物の採集
調査を行う． 
・試料を国内に持ち帰り，研究代表者および分担者の担当する動物門についてそれぞれが分類・
記載を行う．必要に応じて，分子系統解析を行う． 
・調査地の海岸の「露出度」を，浜の傾斜と堆積物粒度組成によって評価する．「露出度」は各
分類群の多様性・個体数密度のデータと総合化し，各海岸の物理的・生物的情報として蓄積す
る． 
・ウェブサイト等によって，間隙性動物に関する情報を発信し，試料の共有化および恒久保存
化を行う． 
 
４．研究成果 
 ベトナム（2014 年），グアム・サイパン（2015 年），マレーシア（2016 年），パラオ（2017
年）を訪れ，計 200 以上の間隙性生物の試料を採集した．採集された試料からは，節足動物，
紐形動物，棘皮動物，軟体動物，胴吻動物，胴甲動物等様々な分類群の標本が抽出された．分
類研究の結果，きわめて高い分類学的多様性を見出され，また多くの未記載種（論文上で新種
となる種）も見出され，既にその一部は新種として公表された． 
急速に開発が進む調査地海域は，今後大きな環境変動が進行する可能性があり，本調査におけ
る生物多様性の記録は，開発が進む前の現在時間の記録として今後重要性を増すと思われる． 
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